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総 括 

広島大学防災・減災研究センター長 海堀 正博 

 

 ３つの貴重なテーマの議論を聞かせていただけたこと，光栄に思います。ありがとうございまし

た。3 つ目のセッションでお話のあった予測モデルというのがうまくいって，本当に６時間先のこ

とが分かるようになったら，十分なリードタイム，あるいはそれに迫るときの危険度の広がり方，

こういったことが分かるわけで，どこになら避難できる，今はどのあたりしか避難できないとか，

最終段階では自宅の２階しか行けないとか，例えば，こういうふうなこともちゃんとつかめること

になります。本当に大事な研究だと思います。ぜひそういうことが発展していくことを心から願っ

ております。本当にありがとうございます。 

 今日，私，一番びっくりしたのは，坂田先生のほうのセッションで出てきた，そもそもハザード

マップを見てない人が半分ぐらいいると。これは大問題ですね。今日のテーマの一番大事な部分は，

地域を知るというか，まず自分事として見てもらえる環境をつくらなければ，いくら大事な情報を

発信して伝えたつもりになっても，受け手のほうでそれを大事な情報という認識をしてもらえない

ということになるわけで。だから，やっぱりそういうのを乗り越えるための何らかの方策が必要だ

なと感じた次第です。 

 ここで，第１番目のセッションのパネラーをされた後藤先生からの質問がありました。学校教育

の中で何とかできないだろうかと。すばらしいですよね。今，学校教育の中では，子供を通じて，

例えば，広島県の場合はマイ・タイムラインというのを考えるときに――マイ・タイムラインとい
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と思いたくなる人も多いかもしれないけれども，そうじゃなくて，自分たちの身近な環境を知ると

いうような意味で，第１セッションで紹介していただいたような取組を広げることができたら，そ

れは結局，防災にも役に立つという見方ができるなと思って，改めて感心いたしました。ありがと

うございました。 

 


